
 

 

ほけんだより 12 月号 

師走に入り、肌寒さを感じる季節になってきましたが、子ども達は、寒さを吹き飛ばすくらい元気いっぱい遊んでいます。気温が下がり空気が乾燥すると、ウイ

ルスの活動が活発になり、冬に多い感染症が流行する為注意が必要です。特に小さい子どもほど感染症にかかると進行が早く、重症化になるおそれがありま

す。症状があれば早めの受診をして、無理をさせず、ゆっくり休んで治す事が大切です。また、免疫を高める為にも規則正しい生活をして、ご家族全員で手洗

いやうがいを丁寧に行い、感染症の予防をみんなでしていきましょう。 

 

 

令和６年１２月１日 

長野こども学園  

 

 

急に高い熱が出て、ぐったりして元気がないときは、普通の風邪ではなく、 

インフルエンザかもしれません。インフルエンザは感染力が強く、子どもたち

の間で流行しやすいため、登園できない期間（登園停止期間）と、登園を

再開できる目安が決められています。 

 

 

 
（登園再開の目安について） 

発症の翌日から 1日目とし、5 日経過している。 

熱が下がっても２～3 日自宅で静養して下さい。 

（年末年始の急病について） 

ほとんどの病院は、休診となります。子どもの急な発熱や怪我

に備えて、事前にかかりつけの病院の休日診療所の診察時間

を確認しておきましょう。また、帰省先の情報を把握しておく事も

大切です。 

 

 

 

（登園においての 11月の感染者数） 

手足口病・・・20 名 胃腸炎・・・・3名 

溶連菌・・・・４名 

インフルエンザ A 型・・・２名 

 

 

 

 

 


